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★
広報りっとうに関するご意見、ご感想は広報課へお寄せください。
　☎ 551-0641　FAX 554-1123　Ｅメール：kohokocho@city.ritto.lg.jp

★

広告欄
有料広告掲載のお申込み・お問合せは　広報課 ☎551-0641　554-1123へ（掲載料金：本文最終ページ：１枠30,000円）
掲載内容のお問合せは、直接広告主へ。内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。
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この広報紙は古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。

FAX

　このページは、さまざまな分野で活躍されている
皆さんを紹介するコーナーです。
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人口（６月1日現在）　人口67,463人　男33,656人　女33,807人　前月より 66人増　世帯数26,012世帯

■組紐による作品づくりをはじめたきっかけは？
　帯締めの制作を依頼した際、「自分で作ってみ
たら」と言われたことが創作を考えるきっかけに
なりました。その後、草木染めの糸で組紐を組む
講座が栗東であり、基本を教わりました。もとも
と骨董品が好きで、家には集めた、べっ甲の櫛

くし

、
帯留め、かんざしなどがたくさんありました。「が
らくた」と呼ぶのがふさわしいかもしれません
が、いずれも使っていた人の愛着を感じるもの
で、丁寧に磨き、大切にしてきました。その宝物
の一つであるサンゴ玉を「ネックレスにできるか
も」と組紐に一緒に組んでみると、予想どおり素
敵な作品になりました。以来、草木染めの糸に集
めた骨董品を合わせて、ペンダント、ネックレス
など、身につけるものを組んできました。

■どのようにして作品をつくっていくのですか？
　組紐を組むための丸台を使い、糸を組んでいき
ます。糸の色、本数、組み方により、作品の柄や

太さなどが異なってきます。草木染めの糸は滑ら
かでやさしい色合いのため、トンボ玉やサンゴ玉
ともよく合います。想像していたものとは、違っ
た雰囲気になることもあり、その時々で出来上が
りが楽しみです。心に残る光景や旅の思い出など
でイメージを膨らませ、糸と自分の集めてきた骨
董品のコレクションとをつなぎ、創作します。

■トウカイテイオーの引退式で手綱を組まれたそうですね
　主人が装蹄を担当したこともあり、ずっと活躍
を見守ってきた競走馬でした。数々のドラマと感
動を残してくれた名馬のために、手綱を組みまし
た。騎手服の色であるピンク、ブルー、白をすべ
て取り入れ、一方はピンク、もう一方はブルーを
基調にパールを組み込み、馬の左側と右側で変化
のある手綱になっています。銀座の百貨店で展示
した際には、たくさんの競馬ファンが見に来てく
ださいました。今まで心のおもむくままに、作品
をつくってきました。今後もタンスいっぱいの骨董
品の宝物を組紐と合わせて形にしていきたいです。

作品展「ゆめをくむ」のとおり、糸と骨董品とを
つなぎ、夢を組んできた柿元さん。古いものに命
を吹き込み、草木染めのやさしい色合いで調和さ
れた作品の数々は、多くの人を魅了しています。

〔本人・作品は、さきらの作品展で宮部英之さん（綣）が撮影〕

柿元 久美子さん（70 歳・小野）

30年以上の間、組
くみ

紐
ひも

による作品づくりに携
わる。海外展示やデザ
イナーの植田いつ子さ
んの依頼でベルトを組
んだことも。古希の記
念に、５月にさきらで
開催した作品展「ゆめ
をくむ」には400人以
上が来場。

▲丸台（左）を使い、糸と骨董品（右）を合わせて作品に


